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４月２１日 第１号 

新学年スタート！ 
  本年度から進路指導を担当させていただきます、永井政貴です。昨年に引き続き、「上を向いて歩こ

う」をタイトルとして、進路だよりを発行します。朝中生一人一人が自分の夢に向かって、顔を上げて

努力し、夢を実現させてほしいという願いを込めています。一年間、よろしくお願いします。 

 また、進路に関するご質問などがありましたら、お気軽に担任・学年・学校までご相談ください。 

   

☆この春（令和４年度）の卒業生の進路 

 左のように実際の進路先をみると、昨年度は卒業生２４３

名中、国公立高校（全日制）進学者が１３６名で５６％、私

立・専修学校高校進学者が８３名で３４％という結果でし

た。また、８７％の生徒が第 1希望の学校へ進学することが

できました。 

 

☆希望の進路を実現するために 

  まず、自分の目標をしっかりともつことが何よりも大切で

す。そして、毎日の生活や授業を大切にすること・提出物を

必ず出すことなど、当たり前のことを当たり前に実行することも大切です。３年生に課題として出さ

れる新研究（問題集）も、丁寧に取り組むことで学力を高めることができます。面接では、自分の考

えを確実に伝えるための話す力も必要です。日々の授業で力を積み重ねてほしいと思います。 
 

☆自分の目標をしっかりともつためには？ 

  中学校を卒業したら、どんなことがしたいのか。１年後、３年後、１０年後と、今考えられるでき

るだけ先の自分自身を、想像してみましょう。大人になった自分の姿から、そうなるためにはどうし

たらよいのか、その道筋を考えることが目標設定につながります。大人になってからのことがまだ想

像できない人は、中学校を卒業したあとで何がしたいのかでも大丈夫です。少し先の未来を想像し

て、その姿に近づくために必要なことができる場所を選ぶことが進路選択になります。「自分のやり

たいことを見つける」ことが進路を考えるスタートになります。 

 その次は、どこに行けば何ができるのかを知ることです。上級学校から配られるリーフレットやホ

ームページなどから、学校についての情報を得ることができます。また体験入学では実際に見て、話

を聞いて空気を感じることができます。百聞は一見にしかず、たくさんの学校に赴いて、比べてみる

ことがとても重要です。体験入学については、後日連絡します。 
 

☆これから先の進路決定に向けて生徒の皆さんに大切にしてほしいこと 

① 家族・友達・先生と、進路について話し合う。 

３年生にとっては、進路選択は初めての経験になります。いろいろな人と相談しましょう。 

② 配付されたお便りは、自分で読んで内容を把握する。そして必ず保護者に渡す。 

一年間、大量の情報が発信されます。今必要でないと思ったことも、あとで気になるかもしれませ

ん。全て目を通すことと、保護者の方にも知ってもらえるよう、必ず渡してください。 

③ 提出物は締め切りをきちんと守る。 

進路関係の提出物は全てまちがいがないことを確かめながら処理を進めます。期限を守らないと、

もしまちがいがあったときに対応できなくなってしまうこともあります。余裕をもって提出をお願い

します。 

令和４年度卒業生の進路 

進 路 先 人  数 

公立高校（全日制） 

私立高校 

国立高校 

専修学校 

公立高校（定時制） 

通信・サポート校 

その他 

１３２人 

 ６４人 

  ４人 

 １９人 

   ８人 

 １０人 

  ６人 

合  計 ２４３人 

 


